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対象は，整形外科医によって膝 OA と診断された患者 20 人であった。課題動作は，快適スピ
ードでの歩行（通常条件）とリアルタイム視覚フィードバックを用いて，立脚期に体幹を立脚側
へ 10°傾斜させる歩行（体幹傾斜歩行条件）の 2 条件にて行った。運動学的データは赤外線カ
メラ 6 台からなる三次元動作解析システム（Vicon社，UK）を用い，運動力学的データは床反
力 8 基（テック技販社，日本）を用いて取得した。立脚期中の KAMのうち，立脚期の最初に出
























COM座標の変化ではなく，膝関節中心座標の内側移動に伴う COP座標と KAM のレバーアー
ムの垂直距離の短縮が，KAM 軽減に繋がることが示唆された。 
体幹傾斜歩行条件の VUCMと VTOTが通常条件よりも有意に増加したが，ΔVz で有意差を認め
なかった。先行研究では，ΔVz の変化は，VORTの変化の影響を受けることが報告されているが，
本研究では VORTが条件間で有意差を認めなかったため，ΔVz も条件間で有意な変化を認めなか
ったものと考えられる。膝 OA 患者の体幹傾斜歩行は，COM 座標を制御するための各関節運動
の協調性を保ち，タスクの達成を不安定にする変動を増やすことなく，安定したタスクを達成す
るための変動を大きくすることによって動作が達成できていたことが示された。 
本研究の結果は，膝 OA 患者の体幹傾斜歩行のもつ KAM軽減のメカニズムの解明と，安定し
たタスクを達成するための COMの制御を，身体運動の協調性の観点から新たな知見を提示して
いる． 
